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 明けましておめでとうございます。職員ならびに地域のみなさまには晴れやかな新年を迎

えられたことと思います。 

 宜野湾記念病院では地域の皆様ができる限り住み慣れたこの地域で過ごしたい、そのた

めに必要なさまざまな介護サービスを提供してまいりました。また宜野湾市から委託を受

けた地域包括支援センターぎのわんでは地域の皆様からの窓口相談業務、権利擁護業務

では高齢者虐待への対応、認知症支援推進事業等さまざまな公的業務を行っております。

厚生労働省が2025年までに目指す地域包括ケアシステムは重度な要介護状態になって

も住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療、介

護、予防、住まい、生活支援が一体的に提供できるシステムです。地域包括支援センター

ぎのわんは宜野湾市の地域包括ケアシステムの中心的役割を担っております。 

 宜野湾市は2017年11月現在６５歳以上の人口は17,751名です。厚生労働省が目指す地

域包括ケアシステム構築予定の7年後2025年では20,088名、2,337名増加する予測で

す。宜野湾記念病院では7年後の宜野湾市で地域包括ケアシステムが順調に機能するよ

う最善をつくしてまいります。 

宜野湾市の地域のみなさまが最期までこの地域で安心してすごせるよう急性期から在宅

まで継続した医療の提供と、地域の介護サービス事業者、入所施設と協力医療機関として

密着した医療の提供を今後も進めてまいります。 
 

院長 湧上 聖 

院内研究発表会 
 平成29年11月25日に院内研究発表会

が行なわれました。 

当院では毎年各部署から１つづつ症例研

究を行なっています。その発表の場の一

つとして院内研究発表会があります。 

 毎年多くの部署が参加しており、今年は

地域包括支援センター、ヘルパーステー

ション、通所リハビリ、薬局、放射線科、リ

ハビリ、医事課、病棟と8部署・9演題が発

表されました。 

 質疑応答も活発に行なわれ、参加者も

学びを深めることができました。また、他

部署の仕事もかいまみることができ、お互

いよい刺激をもらえました。 

 今後も学びを活かし、切磋琢磨し医療・

看護を提供していきたいと思います。 



 新年明けましておめでとうございます。沖縄はまだまだ暖かい日が続いています。季節

の変わり目ですので体調管理はしっかりしていきたいところですね。暑さは和らいで来て

いますが、冬場は食中毒の時期でもあります。皆さんもご存知の「ノロウイルス」によるも

のです。流行の時季は11月から始まり12月から1月までが発生のピークとなります。 

特に注意すべき食品は『二枚貝』です。調理の際にはしっかり加熱すること(90℃で１分加

熱)と手洗いをしっかり行い、安全に食事を楽しみましょう。 

介 
 明けましておめでとうございます。宜野湾記念病院の栄養科です。

私たちは患者様の早期回復に向け栄養の面から日々サポートさせて

頂いております。 

 栄養相談（一般栄養相談、糖尿病外来、特定保健指導など）や栄養

サポートチーム（以下NST）回診の運営、地域包括ケアシステムへの

参加など病院内だけでなく、地域へも目を向け高齢社会におけるより

良い支援を提供できるよう、取り組んで参りたいと考えております。 

 食事に関するお悩みやご相談がありましたら、お気軽にご連絡下さ

いますよう宜しくお願い致します。 

 みなさんこんにちは。めっきり寒くなりましたが、お元気でしょうか？ 

冬らしくなったとは言っても、日中は、汗ばむ程気温が上る日もあり、健康管理がとてもむずかしいと思いま

す。１２月に入ってから、インフルエンザの注意報も発令されました。当院でもインフルエンザと診断される

患者さんが、増えています。例年通りこれから流行すると思われます。 

 インフルエンザワクチンの接種はお済みでしょうか？沖縄県では、１年中インフルエンザの発症がありま

すが、全国的に、１２月から１月にかけて流行することが多いです。その為ワクチン接種を１０月頃から開始

して、１１月いっぱいに打ち終わると良いとされています。 

 一番大切なことは、手洗いをしっかり行い、栄養と睡眠を充分取ることですそして、例年インフルエンザに

かかる方で、ワクチン接種を受けていない方は、今からでも打つ事をおすすめします。年末年始、何かと忙

しくついつい無理をしがちですが、インフルエンザに罹ってしまうと何もできず、どこにも行けませんのでご

注意を!! 最後に、外出時・人混みの場所ではマスクをお忘れなく。 
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